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ス

ペ

イ

ン

の

地
域
間
経
済
格
差
と

地
域
開
発
政
策

栗

原

尚

子

現
在

､

ス

ペ

イ
ン

は
､

一

九
六

〇
年
か

ら
一

九

七

〇
年
に

か

け
て

平
均

六
･

七
%

に

達
す

る
G

N

P

の

年
間
成
長
率
に

端
的
に

示
さ

れ
る

よ

う
に

､

高
度
経
済
成
長
の

過

程
に

あ

る

と

言
わ
れ

て

い

る
｡

こ

の

間
に

策
定
さ

れ

た

経
済
開
発
政
策
が

､

国
内
内
部
に

存
在
す

る

地

域

間
の

著
し
い

経
済
格

差
を

ど

の

よ

う
に

そ
の

政
策
対

象
と

し

て

取
り

扱
っ

て

い

る

か
､

そ

の

検

討
を

通
じ

て
､

ス

ペ

イ
ン

現
体
制
内
に

お

け

る

経
済

開
発
政
策
の

性
格
を

明
ら

か

に

す
る

こ

と
は

興
味
あ

る

問
題
で

あ

る
｡

し
か

し

な
が

ら
､

本
論

で

は

そ
の

よ

う
な

性
椅
を

明

ら
か

に

し
､

ス

ペ

イ
ン

に

お

け
る

経
済
開
発

政

策
を

位
置
づ

け
る

に

足
る

だ

け

の

資
料
の

制
約
上

､

そ
の

前
提
と

し

て
､

一

九
六
二

年
と

一

九
七

〇
年
の

地

域
間
の

経
済
椿
差
を

明

ら
か

に

し
､

一

九

六

四

年
に

は

じ

ま
る

経
済
開
発
計
画
を

地

域
開
発
政
策
の

視
点
か

ら
の

検
討
を

目
的
と

す
る

こ

と

に

と

ど

め

る
｡

一

地

域
問
経
済
格
差
と

産
業
構
造

地

域
間
経
済
格
差
を

取
り

あ

げ
る

に

あ
た

っ

て
､

ど

の

ス

ケ
ー

ル

で

地

域
の

領
域
を

考
え

る

の

か

と
い

う
こ

と

が

問

題
に

な

る
｡

J

監
亡
瓜

ロ

は

｢

地

域
所
得
格
差
と

ス

ベ

イ
ン

に

お

け
る

成
長
の

問
題
+

で
､

行
政
的
な

∬
β

U

領
域

勺

岩
く

ど
O
-

P

よ

り

も

地

方

岩
思
○

ロ

(

自
然
的

･

歴

史
的

単

位
)

の

(

1
)

方
が

実
態
と

し

て

経
済
的
単

位
に

近
い

こ

と

を

指
摘
し

て

い

る
｡

た
だ

残

念
な
が

ら
､

同
論
文
で

は
､

区

分
さ

れ
た

十
の

地

方

が

ど

の

県
を

含
む
の

.

か

が

具
体
的
に

示

さ

れ

て

い

な
い

｡

本
論
で

は
､

一

九
六
二

年
と

一

九
七

〇
年
と

の

比

較
を

試
み

る

こ

と
が

目

的
の

び

と

つ

で

あ

る

し
､

L
p
s

亡

瓜

ロ

が

地

方
間
の

流
通
が

限
定
的
で

あ
る

と

い

う

意
味
で

の

経
済
的
単
位
と

し

て

の

地

方
と
い

う
こ

と

を

現

在
の

ス

ペ

イ

ン

に

お
い

て

考
え

る
こ

と
に

疑

問
を
も

つ

こ

と

か

ら
､

む

し

ろ

県
単
位
で

考
察
す

る

こ

と
に

し
て

い

る
｡

た

だ

し
､

地

域
開
発
政
策
に

と
っ

て
､

地

域
を

ど

の

よ

う
に

区

分
す
る

か

は
､

社
会
階
層
間
の

コ

ン

フ

リ

ク

ト

を

立

地
の

効
率
性
と

分
配
の

公
平
性

(

2
)

の

観
点
か

ら

問
題
に

す

る

と

き

重

要
な

課
題
と

な

る
｡

ス

ペ

イ

ン

の

地

域

開
発
政
策
に

お

け

る

地

域
区

分
に

つ

い

て
､

知
訂
F

弓
d

岩
コ

.

串

W
.
は

､

様
々

な

分
野
で

な

さ

れ

た

地

域
区

分
の

二
一

の

例
を

列
記
す
る

と

と

も
に

､

開
発
政

策
に

利
用
さ

れ
る

計
画

省
作
成
の

地

域
区

分
の

問
題
を

指
摘
し
て

(

3
)

い

る
｡

中
で

も

政
治
的
理

由
か

ら
､

ビ

ス

カ

や
､

ギ

プ

ス

コ

ア
､

ア

ラ
パ

の
バ

ス

ク

三

県
が

､

隣
接
す

る

ブ
ル

ゴ

ス

､

ナ
バ

ラ
､

サ
ン

タ
ン

デ
ル

､

ロ

グ
ロ

ニ

ョ

の

諸
県
と

統
合
さ

れ
､

そ
の

独

自
性
が

香
定
さ

れ

て

い

る

事

実
は

､

政
策
策
定
側
か

ら
な

さ

れ
る

地

域
区

分
の

問
題
を

象
徴
的
に

示

し

て

い

る

と

い

え
る

｡

地

域
間
経
済
格
差
を

示
す

指
標
と

し
て

は
､

地

域
住
民
の

一

人

あ

た

り

所
得
が

一

般
的
に

用
い

ら
れ

て

い

る
｡

そ
の

理

由
と

し

て

は
､

根
本
的
に

､

そ
れ

が

経
済
の

地

域
的
不

平

等
を

満
っ

と

も

包
括
的

･

集
約
的
に

表
現

す

る

か

ら
と

さ

れ

て

い

る
｡

本
論
で

は
､

こ

の

よ

う

な

経
済
学
的
根
拠
に

基
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図 1 県 民 1 人 あた り生 産 所得 格差 指 数 ( 1 97 0)
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包
お 畑

部
数値 鴫 1 の 県番号を 示す

つ

き
､

さ

ら
に

､

生

産
諸
関
係
の

是
正
に

基
づ

い

た

所
得
格
差
の

解
消
に

ょ
る

社
会
階
層
間
の

公

平
性
が

達
成
さ

れ

る

こ

と

が
､

地

域
間
の

公

平
性

(

4
)

の

前
提
と

考
え

る

こ

と

に

よ

り
､

そ
の

指
標
と

し

て
､

県
民

一

人
あ

た

り

所
得
を
と
っ

た
｡

ス

ペ

イ
ン

に

お

い

て

は
､

一

九

四

九
年
の

県
民

所
得
を

推
計
し

､

ス

ペ

イ
ン

の

地

域
椿
差
の

問
題
に

と

り

く

ん
だ

ヨ
P

B
勺
ユ
e
t

O
､

(

5
)

は
､

統
計
の

不

整
備
を

指
摘
し
て

い

る

が
､

一

九

五

八

年
以

降
は
ビ

ル

バ

オ

銀
行
に

よ

り

刊
行
さ
れ

て

い

る

｢

ス

ペ

イ
ン

の

国
民

所
得
と

そ

の

県
別

分
配
+

の

資
料
が

し
ば

し

ば

利
用
さ

れ

て

い

る
｡

一

九
六
二

年
と

一

九
七

〇
年
の

地

域
間
経
済
格
差
を

計
測
す
る

た

め

に
､

県
民

一

人
あ

た

り

生

産
所
得
を

標
準
偏
差
地
で

除
し

､

そ

の

数
値
を

指
数

化
し

た
の

が

表
一

の

山

で

あ

る
｡

義
一

の

検
討
に

よ

り
､

指
摘
で

き
る

点
を

列
記
す
る

と
､

H
一

九
六
二

年
､

七

〇
年
に

お

い

て
､

県
民

生

産
所
得
の

指
数
が

県
平
均
を

下

回

る

県

が
､

そ

れ

ぞ

れ

三
二

県
と
二

七

県
に

達
す
る

こ

と
､

し
か

も

最
高
値
と

最

低
値
と

の

比

率
は

､

六
二

年
に

は

ビ

ス

カ

ヤ

県
と

オ

レ

ン

セ

県
で

三
･

五

倍
､

七

〇
年
に

は

ギ
プ

ス

コ

ア

県
と

ア

ル

メ

リ
ア

県
で

二
･

九

倍
に

達
し

て

い

る
こ

と
｡

臼
平
均
値
で

あ

る

指
数

一

〇
〇
を

基
準
と

し
て

み

る

と

七

〇
年
に

は
､

一

〇
〇
以

上
の

数
値
を

示

す

諸
県
は

､

図
一

に

明
ら

か

な

よ

う
に

､

オ

ゲ
ィ

千

ド

県
と

ヴ
ァ

レ

ン

シ

ア

県
を

結
ぷ

線
の

北
部
の

諸

県
全

部
が

含
ま
れ

る

の

に

対

し
､

南
部
の

諸
県
は

､

す
べ

て
一

〇
〇
以

下
で

､

し

か

も
六

二

年
と

七

〇
年
の

問
の

変
動
が

少
な
い

こ

と

が

特

徴
的
で

あ

り
､

な
か

で

も
､

グ

ラ

ナ

ダ
､

ハ

エ

ン

､

マ

ラ

ガ
､

ア

ル

メ

リ

ア

の

東
部
ア

ン

ダ
ル

シ

ア

地

方
の

四

県
､

バ

ダ
ホ

ス
､

カ

セ

レ

ス

の

エ

ス

ト
レ

マ

ド

ゥ

ラ

.丁
⊥

地

方
の

二

県
､

ガ

リ
シ

ア

地

方
の

オ

レ

ン

セ

県
が

県
平
均
の

六

〇
%

前
後

田
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表 1 県 民 生産 所得 と産構 造別 構 成 比

( 1)

1 人あ た り 県民生
産所得格差指数

1 9 6 2 年l 1 9 7 0 年

( 2) 産業構造別粗 生産願比( % )

第一次産 業 第 二 次産 業 第三 次産 業

(3 )

人 口 ( 千 人)

1 9 6 2 年 1 1 9 7 0 年 1 9 62 年 l 1 9 7 0年 1 9 6 2 年】 1 9 7 0 年 1 9 6 2 】 1 9 7 0

1 A l a ∇a

2 A l b a c et e

3 A li c a n t e

4 A l m e ria

5 A v il a

6 B a d aj o z

7 B al e a r e s

8 B a r c elo n a

9 B tl rg O S

l O C まc e r e s

l l C A di z

1 2 C a st ell (うn

1 3 C i1 1 d a d R e al

1 4 C (ir d o b a

1 5 C ol tl 五a ( L a)

C lユe n C a

G e r o n a

G r a n a d a

G lユa d al a
】
a r a

G 11i p 丘z c o a

H n elv a

H 甘 eS C a

J a 血

L eるn

L (
;
ri d a

2 6 L o g r o 丘0

2 7 L u
g

o

2 S 瓦1 a d ∫i d

2 9 加Ⅰま1 a
g

a

3 0 九･I n r ci a

N a ∇ a r r a

O r e n s e

O v i e d o

P al e n ci a

P a】m a s( L a s)

3 6 P o 1 1 t e ∇e d r a

3 7 S al a m a n c a

3 8 S t a . C 11 r Z d e

T c n e rif e

3 9 S a n t a n d e r

4 0 S eg o v i a

4 1 S e ∇ilI a

4 2 S o ria

4 3 T a r r a g o n a

7 2

00

6 6

糾

6 9

1

【

J

【

ノ

ア

7

ウ

′

/

h
)

4

0

0

(‖凸

0
0

1

8

0
0

7

1

1

1

6 6

4 0

5 0

1 5

糾

l

l

l

3 6

1 2

2

詣

3 1

22

5 0

25

舶

5 4

叫

1 9

3 5

2 1

1 5

3 0

2 7

お

2 6

2 5

叫

3 2

2 5

3 5

3 6

3 4

媚

45

5 0

4 9

叫

糾

5 0

叫

4 5

4 8

3 9

3 7

鵬

4 5

3 9

5 1

5 7

叫

3 9

7 5

1 2

6 2

卯

2 3

2 1

7 8

5 0

鵬

錨

l

l

4

4

-

ヽ
)

′

hU

▲U
ノ

0
0

3

3

2

8

8

(リ
ノ

史
じ

只
)

7

O

1

0

0

7

2

5

つ

J

5

3

3 5

卵

糾

∽

2 9

1

1

1

0

0

′

b

)

(
八
)

っ

J

9

2

2

1

3

′

0

臥

【

∴

1

2

2

9

7

7

1

2

1

3

2

′

-U

7

1

5

8

0

2

2

3

4

4

A
‥

n

O .

A
T

l

5

′

h
)

n
フ

7

+7
一

7

2

1

2

0

5

7

0

∩
フ

8

ウ
J

2

2

0

3

L

-

∴

4

2

/
-

U

′
-

U

O

7

2

4

2

2

3

(

U

O
ノ

4

8

1

1

っ
J

3

4

. 3

.
4

5

0

3

3

7

凸

｢/

凸
フ

2

1

4

2

3

3

4 5

5 9

4 8

4 2

叫

4 0

3 6

6 6

5 8

鵜

0

5

7

2

7

1

J
T

4

5

7
ノ

l

n
"

｢

ふ

4

4

2

5

3

-

ヽ
)

5

3

5

4

4

81 2

榔

0 2 2

3 7 8

5 3 1

つ

J

糾

6 1

6 5

乃

00

00

3 2

2 6

8 0

3 6

41

舶

0 0

2 2

4 7

1

9 2

0 1

鵬

3 8

恥

00

4 2

7 3

′
+

U

A
T

5

4

1

2

1

3

2 01

3 3 7

朔

37 4

誠

8 8 2

3 8 4

5 1 1

は

…l

6 2

1 6

叫

00

7 3

ウ
〟

4 8

7 4

8 6

6 5

朗

2 3

1 6

ガ

朗

【

ノ

っ

J

5

4

1

3

1

4

1



∫

-

鴨

1 4

7 8

7 1

9 4

9 4

7 3

2 6

2 7

叫

3 9

3 6

2 9

4 0

00

8 4

1 0

1 8

朗

7 8

2 4

( 1 0 1) 研 究 ノ ー ト

7 8

砧

1 3

0 0

7 4

7 1

1 3

4 4
_

T e r u eI

4 5 T ol e d o

▼ヽal e n ci a

V alla d o li d

ヽ
7i z c a y a

Z a m o r a

Z a r a
g

o z a

鵬

4 7

4 8

4 9

5 0

一

.

-

一

′

,

`
ゝ

】

†に

し
か

達
せ

ず
､

南
部
の

中
で

も

と

く
に

低
開

発
地

域
と

な
っ

て

い

る
｡

臼
六
二

年
と

七

〇
年

の

問
に

顕
著
な

上

昇
を

示

し
た

諸
県
を
み

る

と

ア

ラ

バ

､

ブ
ル

ゴ

ス

､

サ

ン

タ
ン

デ
ル

は

プ
ア

ス

ク

三

県
に

､

グ
ア

ダ

ラ
ハ

ラ

は
マ

ド

リ
ッ

ド

に

隣
接
し

､

バ

レ

ン

シ

ア

と

ソ

リ

ア

は

プ
ア

ス

ク

と
マ

ド

リ
ッ

ド

を
､

テ
ル

エ

ル

は
マ

ド

リ

γ

ド
､

バ

ル

セ

ロ

ナ
､

ヴ
ァ

レ

ン

シ

ア

を

結
節
す

る

位
置
に

あ

り
､

既
存
の

経
済
発
展
地

域
を

核

と

し
た

地

域
構
造
へ

の

統
合
過
程
と

考
え

ら
れ

る
｡

的
H
に

お

い

て

も

明
ら

か

な
よ

う
に

､

六

二

年
と

七

〇

年
の

間
に

､

格
差
は

､

最
高
値
を

示

し

て

い

る

ダ
イ

ス

カ

ヤ
､

バ

ル

セ

ロ

ナ
､

マ

ド

リ
ッ

ド

な

ど

の

諸

県
の

指
数
が

相
対

的
に

低

下
し

､

東
部
ア

ン

ダ
ル

シ

ア

の

よ

う
な

低
開
発

地

域
の

指
数
が

変
化
し

な
い

こ

と

か

ら

相
対

的

に

縮
小

し

て

い

る
｡

こ

の

よ

う

な

格
差
縮
小
の

要
因
と

し
て

は
､

人
口

増
加
率
が

大
き

く

作
用

し

て

い

る

と

考
え

ら
れ

る
｡

こ

の

間
の

ス

ペ

イ

ン

全
体
の

人
口

増
加
率
が

九
･

九

%
で

あ
っ

た

の

に

比

較
す
る

と
､

マ

ド

リ
ッ

ド

ほ
三

四
･

七

%
､

ヴ
ア

ス

ク

三

県
は
二

八
･

四

%
､

バ

ル

セ

ロ

ナ
は

二

八
･

一

%

で
､

毎
年

､

バ

ル

セ

ロ

ナ

に

は
一

〇
万

前
後

､

マ

ド

リ
ア

ド

に

は

五

万

弱
､

■

′

-

-

〕

-

-

.

∵

こ

`

-

′

ヾ

(

8
)

ダ
イ

ス

カ

ヤ

に

は

二

万

弱
の

人

口

が

流
入
し

て

い

る
｡

他
方

､

東
部
ア

ン

ダ
ル

シ

ア

で

は

〇
･

三

%

の

減
少

､

西
部
ア

ン

ダ

ル

シ

ア

(

セ

ダ
イ

ソ
ア

､

コ

ル

ド
バ

､

ウ
エ

ル

グ
ァ

､

カ

デ
ィ

ス

)

で

ほ
一

･

九
%
の

増
加
と
い

う

よ

う
な

人
口

流
出
の

激
し
い

地

域
の

所
得
が

逆
に

伸
び

な
い

の

は
､

稔
生

産
額
の

成
長
率
を

み

れ

ば

明

ら
か

な
よ

う
に

(

例
え

ば
､

プ
ア

ス

ク

三

県

で

は
三

〇
四

%
､

東
部
ア

ン

ダ

ル

シ

ア

で

は
二

四

六

%
､

西
部
ア

ン

ダ

ル

シ

ア

で

は
二

六

〇
%
)
､

産
業
構
造
の

相
異
に

起
因
す
る

成
長

率
の

県
間

蒋
差
に

よ

る

も
の

と

考
え

ら
れ

る
｡

こ

の

よ

う

な

著
し
い

県
民

一

人

あ

た

り

生

産
所
得
格
差
の

形
成
が

､

ど

の

よ

う

な

産
業
構
造
に

由
来
す

る

も
の

か

を

分
析
す
る

た

め

に
､

次
に

産

業
構
造

別
構
成
比
を

検
討
し
て

み

ょ

う
｡

六

二

年
か

ら
七

〇
年
に

か

け
て

の

変
化
を
み

る

と
､

い

ず
れ
の

県
に

お
い

て

も
､

第
一

次

産
業
構
成
比
が

約
半
減
し

て

い

る

の

に

対

し
､

第
三

次

産
業
構
成
比

の

上

昇
が

顕
著
で

､

第
一

位
の

構
成
比

が

第
一

次
産
業
か

ら

第
三

次
産
業

へ

移
行
し
た

県
が

二

五

県
に

達
す

る

こ

と
が

指
摘
で

き

る
｡

産
業
構
造

別

構
成
比
の

指
数
と

県

民
一

人

あ

た

り

生

産
所
得
と
の

関
連
を

み

る

と
､

六
二

年
､

七

〇

年
と

も

に

第
一

次

産
業
構
成
比

指
数
と

の

負
の

相

関
､

第
二

次
産
業
構
成
比

指
数

(

ァ
)

と
の

正
の

相
関
が

び

じ
ょ

う
に

高
い

こ

と
が

計
測
さ

れ

る
｡

し

た
が

っ

て
､

産
業
構
造
と

所
得
の

関
係
は

､

第
二

次
産
業
構
成
比
が

高
く

､

第
一
次
産

業
構
成
比
の

低
い

と
こ

ろ

が
､

所
得
の

高
い

と
こ

ろ

と

な

り
､

ダ
イ

ス

カ

ヤ
､

ギ

プ

ス

コ

ア
､

バ

ル

セ

ロ

ナ
､

サ
ン

タ

ン

デ
ル

､

オ

ビ

ュ

ド
､

ヘ

ロ

ナ
､

ア

ラ

バ

な

ど

の

プ
ア

ス

ク

地

方
お

よ

び

バ

ル

セ

ロ

ナ

市
を

中
心
と

す

る

近

代
的
大
工

業
の

集
積
地

帯
が

そ
れ

に

相
当
し

て

い

る
｡

一

方
､

第
二

3

次
産
業
構
成
比

が

低
く

､

第
一

次
産
業
構
成
比

の

高
い

と
こ

ろ
が

低
所
得

郎
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地

域
と

仮
定
さ

れ

る

が
､

実
際
に

は
､

六
二

年
か

ら
七

〇
年
に

か

け
て

､

第
一

次
産
業
構
成
此

指
数
が

減
少
し

た

東
部
ア

ン

ダ
ル

シ

ア

の

よ

う
な

地

域
が

最
も

低
所
得
地

域
と

な
っ

て

い

る
｡

工

業

化
と

う
ら
は

ら
に

一

九
六

〇
年
代
に

進
行
し

た

｢

農
業
危
機
+

が

地

域
間
所
得
椅
差
形
成
の

一

因
と

な
っ

て

い

る

こ

と

を

示
し

て

い

る

と
い

え

よ

う
｡

以

上
の

よ

う
に

､

ス

ペ

イ
ン

に

お

け

る

著
し
い

地

域
間
格
差
が

､

エ

業

部
門
の

地

域
的
集
中
と

､

エ

業
化
に

よ

る

経
済
成
長
に

対

応
す

る

農
業
部

門
内
の

変
化
の

地

域
的
展
開
の

相
違
に

よ
る

反
映
で

あ

る

こ

と

を

考
え

る

な

ら

ば
､

そ
の

地

域
間
格
差

形
成
メ

カ
ニ

ズ

ム

の

分
析
に

あ

た
っ

て

は
､

ス

ペ

イ
ン

資
本
主
義
の

資
本
蓄
積
構
造

と
､

国
家
の

開
発
政
策
の

政
策
的

介
入

と
が

明
ら
か

に

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

二

経
済
開
発
政

策
と

そ
の

問
題

本
筋
で

分
析
の

対

象
と

な

る
一

九

六

四

年
以

降
の

経
済
開
発
計

画
に

至

る

ま
で

の

概
略
を

記
す
こ

と

は
､

同
計
画
の

理

解
の

た

め

に

も

役
立
つ

で

あ

ろ

う
｡

一

九
三

九
年

､

市
民

戦
争
終
焉
後

､

ス

ペ

イ
ン

は
､

フ

ラ
ン

コ

政
権
下

で

ア

ウ

タ
ル

キ

ー

経
済
体
制
確
立
の

た

め
に

国
家
安
定
超
重

点

政

策
を

軸

に
､

農
産
物
価
頒
滅
制
と

低
賃
金
政
策
に

よ
っ

て

強
蓄
積
を

進
め

､

工

業

化
を

促
進
し

て

き

た
｡

一

九
四

一

年
に

は
I

N

J

I

コ
∽

E
t

已
O

Z

繋
ぎ
呂

-

告
H

n
d

u
s

琵
P

が

創
設
さ

れ
て

い

る
｡

外
国
資
本
に

よ

ら

ず
政

府

借

入

れ

に

よ

る

資
金
に

よ

る

工

業

化
は

､

イ
ン

フ

レ

を

誘
発
し

､

一

九

五

〇
年

代
後
半
に

は
､

イ
ン

フ

レ

の

悪
化

､

対

外
為
替
の

下
落

､

資
本
の

海
外

流

出
な

ど
の

経
済
危
機
に

み

ま

わ

れ
､

こ

■の
危
機
打
開
の

た

め
一

連
の

対

外

的
自
由
化
政
策
が

導
入

さ

れ

る
｡

一

九
五

七

年
の

フ

ラ

ン

コ

内
戚

改

造

3 4

(

9
)

β
U

で

は

初
め

て

オ

プ

ス

･

デ

イ

派
の

二

人
が

蔵
相
と

商
業
相
に

就
任
し

て

い

る
｡

一

九
五

八

年
に

国
際
通
貨
基
金

､

世
界
銀
行

､

O

E

C

D

に

加
盟
し

､

一

九
五

九

年
か

ら

I

M

F
､

O

E

C

D
､

ア

メ

リ

カ

合
衆
国
政

府
､

ア

メ

リ
カ

輸
出
入

銀
行
等
の

支
持
を

え

て

経
済
安
定
計
画
を

行
っ

た
｡

同
計

画

は
､

輸
入
の

自
由
化

､

外
資
導
入
の

促
進

､

ペ

セ

タ
の

切

下
げ

､

金

融
引

締
め

策
を

基
礎
と

し

た

も
の

で
､

こ

れ
に

ょ

り
､

ス

ペ

イ
ン

経
済
ほ

か

な

り

安
定
す
る

に

い

た
っ

た
｡

そ

七
て

安
定
経
済
か

ら

成
長
経
済
へ

の

飛

躍

を

目
ざ

し

た

新
た

な

段

階
へ

の

は

じ

ま

り
が

､

一

九
六
四

年
か

ら

の

経

済

開
発
計
画
で

あ

る
｡

以

下
､

第
一

次
経
済

開
発
計
画
か

ら

第
三

次
経
済
開
発
計
画
ま

で

の

推

移
を

､

と

く
に

低
開
発
地

域
の

開
発
政
策
に

あ

ら

わ
れ

る

地

域
開
発
政

策

の

問
題
を

中
心

に

整
理

し

て

み

た
い

｡

第
一

次
計
画
(

一

九
六

四

-
六

七
)

お

よ

び

第
二

次
計
画
(

一

九
六

八

-
七

一

)

の

基

礎
を

成
し

た

の

は
､

一

九
六

三

年
に

エ

業
省
に

よ

り

制
定

さ
れ

た

特
別
優
遇
措
置
を

与

え

た
工

業
法
で

､

一

次
計
画
で

は
､

エ

業
創

設
地

域
に

ブ
ル

ゴ

ス

､

ウ
ェ

ル

バ

が
､

工

業
発
展
地

域
に
コ

ル

ー
ニ

ャ
､

セ

ゲ
ィ

リ

ア
､

ヴ
ァ

リ

ヤ

ド

リ

ド
､

ゲ
ィ

ゴ

､

サ

ラ

ゴ

サ

の

五

地

域
が

､

第
二

次
計
画
で

は
､

グ

ラ

ナ

ダ
､

コ

ル

ド
バ

､

オ

ビ

エ

ド
､

ロ

グ
ロ

ニ

ョ

､

ゲ
ィ

リ

ャ

ガ

ル

シ

ア
･

デ
･

ア

ロ

サ

が

撰
択
さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

背
景
と

な
っ

た

の

は
､

フ

ラ
ン

ス

の

地

域
開
発
政
策
か

ら

学
ん

だ

｢

成
長
の

極
+

を

戦
略
と

し

た

経
済
開
発
政
策
で

あ

る

と

さ

れ

て

い

る
｡

何
よ

り

も
ス

ペ

イ
ン

全
体
の

経
済
成
長
が

主
要
課
題
で

あ

り
､

し

た

が

っ

て
､

経
済
成

長

の

効
率
性
を

最
も

重

視
す
る

立
場
か

ら

｢

成
長
の

極
+

が

選
択
さ

れ

て

い
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る
｡

両

計
画
は

､

民

間
部
内
に

対
し

て

は
､

表
示

的

訂
已
c

賢
才
e

な

も
の

で

あ

る
が

､

公
共
部
内
に

関
す
る

措
置
は

命
令
的

i

m
勺
e

r

P

こ

く
0

な
も

の

と

さ

れ
て

い

る
｡

計
画
理

念
を

比

較
す
る

と
､

.
第
二

次

計
画
で

ほ

農
業

･

教

育
な

ど
の

社
会
開
発
の

促
進

､

民
間
部

門
か

ら

公
共
部
門
の

開
発
に

対

す
る

役
割
の

重

視
が

強
調
さ

れ
､

さ

ら

に

地

域

開
発
政
策
の

点
か

ら

言
え

ば
､

第
一

次
計
画
の

過
度
の

中
心

主

義
を

批
判
し

､

地

域
開
発
は

所
得
再

分
配
の

一

手
段
で

あ

る

こ

と
､

就
業
の

機
会
の

創
出
に

よ

る

人

口

流
出
の

緩
和

､

農
業
に

お

け

る

格
差
是
正

､

社
会
サ

ー

ビ

ス

の

公
正

な

配
分

､

農

村
地

域
に

お

け

る

都
市
網
の

発
展
な
ど

が

認
識
さ

れ

て

は
い

る

が
､

具
体

的
改
革
施
策
ほ

全
く

欠
如
し

て

い

る

と
い

わ

れ

て

い

る
｡

第
三

次
計
画
(

一

九
七
二

-
七

五
)

に

な

る

と
､

国
家
の

開
発
政
策
と

(

10
)

地

域

開
発
政

策
と
の

統
合
が

問
題
と

さ

れ

て

く

る
｡

都
市
網

､

交
通

網
の

整
備

､

と

く
に

経
済
成
長
の

拡

散
と
い

う
こ

と
か

ら

そ
の

拠
点
と

し

て

の

中
規
模
都
市
(

人
口
二

五

万

か

ら

七

五

万
の

二

〇
都
市
)

の

腰
備
と

､

農

村
地

域
の

小

都
市
の

開
発
が

計
画
さ

れ

て

い

る
｡

同
計
画
で

の

工

業
立

地

は
､

｢

成
長
の

極
+

政
策
に

か

わ
っ

て
､

従
来
の

成
長
の

極
を

統

合

し

た

よ

り

投
合
的
な

大
規
模
開
発
方

式

雫

呂

賢
e

p

告
e

如

勺
a

ロ
∽

岩
コ

小

コ
d

岳
･

t

旨
P

】

が

採
用
さ

れ
､

具
体
的
に

は
､

ガ

リ

シ

ア

が

そ

の

対

象

地

域
と

し

て

選
択
さ
れ

､

一

九
七

二

年
に

､

I

N

I

の

五
一

%

資
本
参
加
に

よ

る

S

O

D

I

G

A

S
O
C

訂
〔

F
d

p

弓
p

e
-

ロ
e
∽

宅
3
〓

○

-

ロ

d

宏
t

【

訂

こ

d
e

G
P

ユ
c
-

p

が

創
設
さ

れ

て

い

る
｡

そ

の

目

的
は

､

既
村
の

エ

業
地

域
の

分

散
を

刺
激

す
る

よ

う
な

大
規
模
工

業
の

立

地

を

可
能
と

す
る

基
盤
整
備
を

し

た

新
た

な

核
の

建
設
で

あ

る
｡

第
三

次
計
画
期
間
中
の

も

う
一

つ

の

大
き

な

変
化

ほ
､

一

九
七

三

年
六

月
に

新
た

に

開
発
計
両
省
の

創
設
で

あ

る
｡

経
済

､

社
会

､

地

域
計
画
に

三

区

分
さ

れ
､

計
画

策
定
に

あ

た
っ

て

は

経
済
成
長

と

同

様
に

公

平
の

原
則
の

重

視
が

打
ち

出
さ

れ
て

い

る
｡

さ

ら
に

､

同
年

十
二

月
の

カ

レ

ロ

･

ブ

ラ

ン

コ

首
相
暗
殺
後

､

同
省
ス

タ

ッ

フ

の

大

幅
な

交
替
に

よ

り
､

計
画

理

念
が

､

経
済
成
長
重

視
の

従
来
の

テ

ク

ノ

ク

ラ

ー

ト

路
線
か

ら
､

シ

ン

ジ

カ

ー

ト
の

よ

う
な

公
的
に

認
め

ら
れ

た

組
織
を

通

じ

て

の

参
加
を

組
み

入

れ

る

路
線
へ

の

変
化
が

で

て

き

た

と

さ

れ

る
｡

ス

ペ

イ
ン

の

経
済

開
発
政
策
に

つ

い

て
､

R
訂
F
p

邑
s

｡

n

は
､

経

済

成

長
の

効
率
性

島
c

訂
ロ
C

叫

追
求
の

偏
長
か

ら

派

生

す

る

幣

害
に

､

公

平

0

モ
ー

i

t

}

の

概
念
を

対

置
さ

せ

て

批
判

的
に

検

討
し
て

い

る
｡

し

か

し

な

が

ら
､

公

平
の

概
念
が

明

示
さ

れ

て

い

な
い

の

で
､

そ
の

内
容
が

明

ら
か

で

は

な
い

が
､

第
一

に

経
済
開
発
計
画
の

理

念
と

し
て

と

り
あ

げ

ら
れ

る

公
平
の

概
念
が

､

現
実
的
に

具
体

化
さ

れ

る

よ

り

も

同
計
画
の

正

当
化
の

手
段
と

さ
れ

て

い

る

と

い

う

指
摘

､

第
二

に
､

都
市
網
の

整
備
に

よ

る

地

域
の

再
霹
の

強
化

､

第
三

に
､

こ

の

概
念
に

基
づ

く

地

域
開
発
政

策
が

実

施
さ

れ

る

た

め

に

は
､

現
在
の

政
治
体
制
が

よ

り

民
主

化
さ

れ
､

地

域
住

民
の

計
画

策
定
へ

の

参
加
の

必

要
性
な

ど
が

言
わ
れ

る

こ

と

か

ら

判
断
す

る

と
1

経
済

開
発
で

言
わ

れ
る

公

平
の

概
念
に

立

脚
し
っ

つ
､

そ
の

政
策

実
施
の

手
段
に

つ

い

て

の

批
判
と

い

う
こ

と

が

で

き

る
｡

同
計
画
に

お

け

る

公

平
と
は

､

社
会
開
発
が

主
要
目

的
の

ひ

と
つ

と

さ

れ
て

い

る

こ

と

か

ら

も

明

ら
か

な
よ

う
に

､

生

活
諸
条
件
に

関
す

る

公

平
性
で

あ

る
｡

経
済

成
長
の

効
率
が

､

公
平
の

原
則
よ

り

も

優
先
さ

れ
る

か

ぎ

り
､

公

平
と

は
､

経
済
成
長
の

波
及

効
果
を

受
け

る

の

に

対

す

る

諸
条
件
の

公
平
と
い

う
こ

と

に

な

り
､

そ

れ
に

従
っ

て

空
間
の

再
編
が

行
わ

れ

る

こ

と

が

重

視
さ

れ

一
人

じ

る
こ

と
に

な
る

｡

こ

こ

で

は
､

生

産
関
係
に

対

す
る

公
平
の

原
則
は

論
外

朗
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と

な
っ

て

い

る
｡

前
節
で

､

地

域
間
経
済
格
差
の

指
標
と

し

て
､

県
民

一

人
あ

た

り

所
得
を

用
い

る

こ

と
に

内
在
す
る

問
題
と

同
様
に

､

地

域
内
部

の

格
差
に

は

ふ

れ

ら

れ

て

い

な
い

｡

し
か

し

な
が

ら
､

目
を

転
じ
て

､

ス

ペ

イ
ン

の

低
開
発
地

域
と

し
て

､

あ

る

い

は
ス

ペ

イ
ン

の

第
三

世

界
か

と

い

う
よ

う
に

認
識
さ

れ

る

ア

ン

ダ
ル

シ

ア

地

方
に

お

い

て
､

そ
の

低
開
発

性
が

､

農
村
に

お

け

る

大
土

地

所
有
農
業
経
営
と

零
細
農
の

存
在

､

す

な

わ

ち

生

産
手
段
の

独

占
に

規
定
さ

れ

た

経
済

･

社
会
構
造

に

そ
の

原
因
が

(

11
)

帰
せ

ら
れ

る

と

き
､

生

産
関
係
に

全
く
ふ

れ

な
い

公

平
の

原
則
が

､

低
開

発
地

域
開
発
の

地

域
開
発
政
策
に

と
っ

て

ひ
じ
ょ

う
に

限
定
的
な

も
の

で

あ

る

こ

と

が

明

ら

か

で

あ
る

｡

第
一

次
経
済
開
発
計
画
か

ら

第
三

次

経
済

開
発
計
画
の

低
開
発
地

域
の

開
発
が

､

工

業
化
に

よ

る

も
の

で

あ

り
､

と

(

1 2
し

く
に

成
功
し

た

例
と
い

わ
れ

る

ウ
エ

ル

グ
ァ

を

例
に

し
て

み
て

も

わ
か

る

よ

う
に

､

そ

の

地

域
と
の

関
係
か

ら
み

れ

ば

問
題
は

多
い

｡

例
え
ば

雇
用

の

創
出
と
い

う
こ

と
か

ら
み

て

も
､

農
村
に

滞
留
す
る

失
業
人
口

が

ど
の

程
度
吸

収
さ

れ

た
か

は

問
題
で

あ

る
｡

前
節
で

明

ら
か

に

な
っ

た

よ

う
に

､

地

域
間
経
済
格
差
が

農
工

問
椿
差
と

部
門
内
格
差
を

反
映

し
た

も

の

で

あ

る

こ

と

を

考
え

あ

わ
せ

る

な

ら
ば

､

低
開
発
地

域
の

地

域
開
発
は

､

農
業

部
門
を

ど
の

よ

う
に

考
え
る

か

と

い

う
こ

と

に

か

か
っ

て

く
る

｡

現
在
の

(

13
)

ス

ペ

イ
ン

の

農
業
政
策
は

､

各
種
の

補
助

金
政

策
と

零
細
農
を

統
合
し

た

生

産
組
織
と

し
て

の

協
同
組
合
c

0

0

p
①

岩
t

才
p

を

創
出
す
る

こ

と

を

主

軸

と

し

て

お

り
､

他
部
門
と

比

較
し

う
る

効
率
的
な

生

産
性
を
あ

げ

う
る

農

業
が

目

標
と

さ

れ
て

い

る
｡

効
率
的
な

生

産
性
を

目

標
と

し
た

農
業
部
門

内
に

お

い

て
､

生

産
関
係
を

含
め

た

公

平
の

原
則
が

ど
の

よ

う
に

達
成
さ

れ

る

か

が
､

低
開
発
地

域
の

地

域
開
発
政
策
の

要
と

な
る

｡

現
在
の

権
力

構
造
に

規
定
さ

れ

た

中
で

､

そ

の

よ

う

な

地

域
開
発
政
策
が

考
え

ら

れ

う

諮
β

U

る
か

ほ

疑
問
で

あ

ろ

う
｡

三

紆
論
お

よ

び

今
後
の

課
題

ス

ペ

イ
ン

の

著
し
い

地

域
間
経
済
格
差
に

対
し

て

ス
.

ヘ

イ
ン

の

経
済
開

発
政
策
に

お

け
る

地

域
開
発
政

策
は

､

経
済
成
長
の

効
率
性
を

優
先
と

し

た
工

業
化
促
進
に

よ

り

低
開
発
地

域
の

開
発
を

目
的
と

す

る

も
の

で

あ

り
､

理

念
と

し
て

の

公
平
の

原
則
は

政
策
目

標
と

し
て

か

か

げ

ら

れ
る

に

す

ぎ

な
い

も
の

で

あ
っ

た
｡

し

か

も

公

平
の

原
則
は

､

社
会
開
発
に

よ

る

生

活

諸
条
件
に

関
す

る

も

の

で

あ

り
､

生

産
諸

関
係
を

含
め

た

公

平
の

原
則
に

基
づ

い

た

所
得
配
分
の

公

平
を

達
成
す
る

こ

と

を

前
提
と

し

た

地

域
間
の

公

平
を

計
る

も

の

で

は

全
く

な
い

も
の

で

あ
っ

た
｡

し

か

し

な
が

ら
､

低

開
発
地

域
が

歴
史
的
過
程
の

中
で

形
成
さ

れ

る

メ

カ

ニ

ズ

ム

を

問
題
に

す

る

な

ら
ば

､

生

産
諸
関
係
に

関
す

る

視
点
を

欠
落
さ

せ

た

地

域
開
発
政
策

の

限
界
は

明

ら

か

に

な

る
｡

低
開
発
地

域
形
成
の

メ

カ
ニ

ズ

ム

の

分
析
を

通
じ

て
､

現
代
ス

ペ

イ
ン

の

空
間
構
造
を

動
的
に

把
握
す
る

こ

と

に

よ

り
､

地

域
間
経
済

椅
差

形
成
の

側
面
が

明

ら
か

に

さ

れ

う

る
｡

こ

の

点
に

つ

い

て

は
､

今
後
究
明

さ

れ

る
べ

き

課
題
と

し

て

残
さ

れ
て

い

る
｡

本
論
で

は
､

資
料
の

制
約
上

､

地

域
開
発
政

策
の

理

念
の

推
移
を

整
理

す
る

に

と

ど

ま
っ

て

い

る

が
､

ス

ペ

イ
ン

の

地

域
開
発
政
策
を

包
括
的
に

把
握
し
､

そ
の

性
格
を

位
置
づ

け
る

た

め
に

は
､

｢

成
長
の

極
+

政

策
だ

け
で

な

く
､

フ

ラ

ン

ス

の

地

域
開
発
政

策
の

影
響
を

強
く

う

け
て

い

る

こ

(

1 4
)

と

に
一

面
が

示

さ
れ

る

よ

う
に

､

導
入

さ

れ

た

理

念
と

現
実
の

諸
問
題
と

の

関
係
に

お
い

て
､

地

域
開
発
政
策
の

政
治

的
手
段
と

し

て

の

性
格
が

ど
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( 1 0 5) 研 究 ノ ー ト

の

よ

う
な

も

の

で

あ

る
か

が

ま

ず
第

一

に

分
析
さ

れ

る

こ

と
が

問
題
と

な

る
｡

そ

の

た

め

に

は

具
体
的
施
策
の

レ

ベ

ル

で
､

理

念
が

い

か

に

実
施
さ

れ

る

か

あ

る

い

ほ

地

域
に

及
ぼ

す
イ

ン

パ

ク

ト

等
の

分

析
が

必

要
で

あ

り
､

い

ず
れ

も

実
証
的
な

研

究
を

経
て

解
明
さ

れ

る

問
題
と

し

て

今
後
の

研

究

課
題
と

な

る
｡

(

1
)

｢

監
亡

ぎ
､

1
.

戸
‖

河
e

g
-

○

ロ

已

l

n
c

O

ヨ
e

H

ロ
e

づ

邑
琵
e
s

p

ロ
d

-

F
e

勺
r

O

b
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2

m
∽

O
f

G

岩
W
t

F

ぎ

S

p

巴
ロ

､

ロ
e

g
i

O

ロ

已

S
c
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e

n
c

e

A
s

岩
C
小

p
t
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O

n
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勺

毒
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詔
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Ⅰ

Ⅰ
､

-

芸
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ワ
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C
O

メ

只
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く
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コ

R
∴

T
O
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ユ
t
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已
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蒜
P

ロ
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ぎ
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P
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サ
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勺
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e
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O
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ご

H
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勺
岩
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喜
t

O
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害
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○

コ

巴

d
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H

名
弘

一

p

y

s

u

D
-

s

t

ユ
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宍
訂
ロ

E
∽

p

覧
i

巴
‥
U
-
-

A
-

}

巴
-

s
一

s

巾
i

甘

已
(

ぎ
c

?

(

6
)

栗
原

尚
子

‥

｢

ス

ペ

イ

ン

南

部
に

お

け
る

農

業

構

造

と

人

口

流

出
+

｡

一

橋

論

叢

七
二

巻

六

号

ヨ
)

･
-

宗
⊥
記
･

(

7
)

第
一

次

産

業

構

成

比
に

つ

い

て

は
､

哩

=

-
〇

･

さ
b

＋
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